
■企業の出勤状況調査の実施概要

企業の出勤状況に対するアンケート調査について

4月（調査期間：5/16～5/27）

Q1 ４月の取組内容

Q2 ３月と比較した、テレワーク・時差出勤への取組規模

Q3 Q1で「特に取り組んでいない」と回答した事業所の方のうち、

実施しなかった理由

Q4 2022年４月の従業員の出勤割合

Q5 事業所全体で最も出社人数が多い時間帯

Q6 2022年度から新たに制度化・導入した取組

Q7（アンケート回答者に対して）活用している制度・

現在の出社時刻・通勤方法・混雑具合（鉄道利用者）第１回N=2,755

9月（調査期間：10/24～11/4）

Q1 ９月の取組内容

Q2 ６月と比較した、７・８月のテレワーク・時差出勤の取組規模の変化

Q3 ７・８月と比較した、９月のテレワーク・時差出勤の取組規模の変化

Q4 Q1で「特に取り組んでいない」と回答した企業の、実施しなかった理由

Q5 ７・８月の出勤割合

Q6 ７・８月の事業所全体で最も出社人数が多い時間帯

Q7 ９月の出勤割合

Q8 ９月の事業所全体で最も出社人数が多い時間帯

Q9 活用している通勤方法・混雑具合（鉄道利用者）

Q10  スムーズビズ情報の中で、参考にしているコンテンツ 第２回N=1,493

11月（調査期間：11/28～12/9）

Q1 11月の取組内容

Q2 ９月と比較した、テレワーク・時差出勤への取組規模の変化

Q3 Q1で「取り組んでいない」と回答した企業の、未実施理由

Q4 11月の出勤割合

Q5 11月の出社時間帯

Q6 活用している通勤方法・混雑具合（鉄道利用者）

Q7 ９月に公開したプロモーション動画について

Q8 プロモーション動画を「見た」と回答した方の取組状況の変化

Q9 プロモーション動画に関する改善点や意見

Q10  物流効率化に関する取組状況について 第３回N=1,434

＊赤字は各回に共通する設問 1

・各調査項目

2月（調査期間：3/1～3/10）

Q1 2月の取組内容

Q2 22年11月と比較した、テレワーク・時差出勤への取組規模の変化

Q3 Q1で「取り組んでいない」と回答した企業の、未実施理由

Q4 2月の出勤割合

Q5 2月の出社時間帯

Q6 活用している通勤方法・混雑具合（鉄道利用者）

Q7 ２月に公開したスムーズビズのポスターについて

Q8 ポスターを「見た」と回答した方の取組状況の変化

Q9 広報の手法、ターゲット、方向性に関する改善点や意見 第4回N=1,808

目 的：時差Biz登録企業等の出勤状況を定期的に調査し、取組の実施状況等の傾向を把握する。

調査対象：スムーズビズ・時差Biz登録企業、2020TDM推進PJ登録企業（約57,000社）

＋過去に実施したアンケートへの回答企業等

調査方法：WEBアンケート（最大10問程度） 調査期間：2022年4月から2023年3月まで（概ね四半期ごと）



■回答企業のプロフィール（業種）

企業の出勤状況に対するアンケート調査について

2

サービス業

（他に分類さ

れないもの）
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21%

情報通信業
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学術研究・専

門技術サービ
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建設業
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不動産業・物

品賃貸業
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医療・福祉
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運輸業・郵便業

86 
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金融業・保険業

47 
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その他

137 
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サービス業（他に分
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運輸業・郵便業

69 

5%

金融業・保険業

46 
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8%

サービス業（他に
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の）
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情報通信業
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14%

製造業
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学術研究・専門技
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建設業

88 

6%

不動産業・物

品賃貸業

41 

3%

医療・福祉

48 

3%

運輸業・郵便業

51 

4%

金融業・保険業

37 

3% その他

123 

9%

●第一回調査(4月)
調査期間 5/16～5/27

●第二回調査(9月)

調査期間 10/21～11/27

●第三回調査(11月)
調査期間 11/28～12/9

●第四回調査(2月)

調査期間 3/1～3/10

N=2,755
N=1,493

N=1,434 N=1,808

サービス業（他に分類

されないもの）
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情報通信業
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卸売・小売業
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製造業

225 
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術サービス業
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61 
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医療・福祉
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金融業・保険業
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10%



■回答企業のプロフィール（企業規模）

企業の出勤状況に対するアンケート調査について
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回答企業の企業規模は全期間を通じて29人以下が最も多く、半数以上を占めた。以下30～99
人、99～299人、300人以上となる。

第一回調査N=2,755、第二回調査N=1,493、第三回調査N=1,434、第四回調査N=1,808

第一回調査 第二回調査 第三回調査 第四回調査



■Q1：時差Biz・テレワークに関する取組の実施状況

「在宅勤務」「時差出勤」を実施した企業が多く、全体の傾向に大きな変化はない。第二回調査以
降、新型コロナウィルス感染症の新規感染者が減少したため、取組企業の割合が減少傾向にある。

＊各回答の構成率を見るため回答総数を母数とした。第一回調査N=2,755、第二回調査N=1,493、第三回調査N=1,434、第四回調査N=1,808

・〇月に貴社が実施した取組内容をお伺いします。（複数回答）
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●第一回調査(4月) 調査期間 5/16～5/27

●第三回調査(11月) 調査期間 11/28～12/9

●第二回調査(9月) 調査期間 10/24～11/4

●第四回調査(2月) 調査期間 3/1～3/10
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取組規模を拡大した 引き続き、先月と同程度で実施した

縮小した 今月は取り組まなかった

もともと取り組んでいなかった
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取組規模を拡大した 引き続き、先月と同程度で実施した

縮小した 今月は取り組まなかった

もともと取り組んでいなかった

■Q2：テレワーク・時差出勤の取組規模の変化

新型コロナウイルス感染症の新規感染者が大きく増えた7,8月は、取組を拡大する企業が多く
見られた一方、新規感染者が減少した9月以降は取組を縮小する企業が増加している。

時差出勤テレワーク

・〇月と比較した●月の取組規模の変化をお伺いします。

5＊3月比4月実績：N=2,755、6月比7.8月実績：N=1,493、7.8月比9月実績：N=1,434、 9月比11月実績：N=1,434 、9月比11月実績：N=1,808
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0 20 40 60 80 100

テレワークでできる仕事がない

業務効率が低下する

社内のコミュニケーションに支障がある

顧客等外部対応に支障がある

勤務時間とそれ以外の時間の管理が難しい

上司（経営層・管理職）の許可が得ら…

周囲の社員にしわ寄せがある

文書の電子化が進んでいない

自宅に仕事に専念できる部屋・スペース…

情報漏洩が心配

費用負担がある

長時間労働になりやすい

社内の評価や昇給、昇任に不安がある

■Q3：テレワークを実施しない理由（複数選択）
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費用負担がある

情報漏洩が心配

長時間労働になりやすい

社内の評価や昇給、昇任に不安がある

4月 9月

11月

テレワークに取り組まない理由として、「テレワークに適した仕事がない」と考えている企業が
多く、続いて「業務効率の低下」「外部対応に支障がある」を懸念する企業が多い。

・Q1で「特に取り組んでいない」と回答した方に、その理由をお伺いします。
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テレワーク
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文書の電子化が進んでいない

周囲の社員にしわ寄せがある

勤務時間とそれ以外の時間の管理が難しい

上司の許可が下りない

顧客等外部対応に支障がある

社内のコミュニケーションに支障がある

業務効率が低下する

テレワークできる仕事がない

56 

52 

41 

26 

25 

23 

22 

21 

10 

9 

7 

5 

2 

0 10 20 30 40 50 60

テレワークでできる仕事がない

業務効率が低下する

社内のコミュニケーションに支障がある

文書の電子化が進んでいない

顧客等外部対応に支障がある
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n=260 n=154

n=144
n=213



■Q3：時差出勤を実施しない理由（複数選択）

時差出勤に取り組んでいない理由として、主に「業務効率の低下」や「外部対応に支障がある」
ことがあげられる。

・Q1で「特に取り組んでいない」と回答した方に、その理由をお伺いします。
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時差出勤
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■Q4：出社している従業員の割合

・貴社の従業員のうち、出社している従業員の割合についてお伺いします。

「8割以上が出勤している」との回答が毎回40%前後を占めており、回を追うごとに割合は増加傾
向である。また「ほとんど出勤していない」との回答については、10から15％程度で推移している。
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4月 9月

2月11月

※

※7・8月の状況を掲載
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N=2,755 N=1,493

N=1,434 N=1,808



■Q5：最も出社人数が多い時間帯
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出社ゼロのため該当なし

4月 9月

・事業所全体で、最も従業員の出社する人数が多い時間帯をお伺いします。

全期間を通じて朝の「8:30～8:59」「9:00～9:29」の割合が高く、「10:00以降」に出社する体制が整って
いる企業も多く見られる。
一方、早朝の時間帯に多くの従業員が出勤する企業は少なく、その割合もほぼ一定である。

→出社人数が多い時間帯については、傾向が固定化されつつあるのではないかと推察される。
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2月11月
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(社) (社)

(社) (社)

※7・8月の状況を掲載

※

N=2,755 N=1,493

N=1,434 N=1,808



18%

82%

ポスター・動画を見た ポスター・動画を見ていない

10%

90%

ポスター・動画を見た ポスター・動画を見ていない

■Q7：制作物(ポスター、動画）の認知率

・ポスター、動画などの制作物をご覧になりましたか？ 第三回、第四回調査での設問

制作物の認知率はまだ高いとは言えないが、ホームページ、駅、車両内の掲示は概ね効果的
であると言える。

2月11月
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スムーズビズTwitter、時差BizTwitter

東京動画

街中のサイネージ、モニター

スムーズビズメールマガジン

東京都都市整備局Youtube

鉄道駅のサイネージ、車両内のモニター

スムーズビズホームページ、時差Bizホームページ

1%

2%

4%

7%

9%

29%

49%
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東京都都市整備局Youtube

東京動画

スムーズビズTwitter、時差BizTwitter

街中のサイネージ、モニター

スムーズビズメールマガジン

スムーズビズホームページ、時差Bizホームページ

鉄道駅のサイネージ、車両内のモニター

・ポスター、動画などの制作物をどのメディアでご覧になりましたか？（複数回答可）

N=1,434 N=1,808

11月 2月

10

n=333
n=149



■Q7：制作物(ポスター、動画）による取組の変化（変化のあった企業数）

・ポスター、動画などの制作物をご覧になって以降、スムーズビズに関連する変化はございましたか？
（制作物を見て何かしらの行動変容を起こした企業の回答数）

制作物を見たことが何らかの行動を起こすことには直結しないものの、「再認識」の動機づけ
としては、一定の割合で効果があった。

11月：n=149、3月：n=333

（社）
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